
巻 頭 言 
「子どもたちの安全を思う」     

教頭 鎌田 隆仙 

 

北海道旭川聾学校の保護者の皆様、本年度か

ら、北海道旭川聾学校に教頭として赴任しまし

た鎌田 隆仙（かまだ たかのり）と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 巻頭言ということで、「子どもたちの安全を

思う」と題しまして、２つの安全について書か

せていただきます。 

 

１ 「心理的安全性」について 

 文部科学省の学習指導要領の中に「心理的安

全性」という言葉が出てきます。「心理的安全

性（psychological safety）」とは、組織の中

で自分の考えや気持ちを誰に対してでも安心し

て発言できる状態であり、チームの他のメンバ

ーが自分の発言を拒絶したり、罰したりしない

と確信できる状態であると定義されています。 

 では、寄宿舎で生活する子どもたちの様子を

見ると、笑顔で楽しそうな様子、自立して１人

で準備する様子、指導員の先生にくっついてい

る様子など、まさに家庭であり「日常生活」だ

と感じました。私も３児の父ですが、生活力を

高める教育や躾の難しさは、身をもって感じて

います。指導員の先生方は、教育や躾を行う「先

生」でもあり、相談できる「兄弟姉妹」や「先

輩」でもあり、そして安心できる居場所をつく

る「保護者」でもあると思いました。子どもた

ちと指導員の先生方との信頼関係と温かい雰囲

気は、まさに「心理的安全性」が守られている

場所であり、これは本校寄宿舎の魅力でもあり

ます。 

 

２ 「危険等発生時における幼児児童生徒の安

全確保」について 

 先日の朝、J アラートの警報が鳴り響きまし

た。皆様も J アラートの警報がなかなか終わら

ず、戸惑ったことと思います。寄宿舎でも、J

アラート警報が、けたたましく鳴り響きました。

滅多にあることではありませんし、今までミサ

イルの被害があったこともありませんが、指導

員の先生方は、窓のない廊下に子どもたちを避

難させるなど、戸惑うことなく適切に対応して

いました。当たり前と思うかもしれませんが、

慌てることなく計画通りに行動することができ

たことは、日頃からの子どもの安全を確保する

という意識の高さの賜物です。 

 また、ある日の夕方に、火事を想定した第１

回避難訓練を実施しました。私は子どもたちの

避難の様子を見ていましたが、静かに、身をか

がめ、早歩きをして避難していました。素晴ら

しい避難行動であり、立派な態度でした。日々

の寄宿舎での自立した生活が、規律ある集団行

動につながっているのだと思いました。 

今後も、子どもたちの安全を守るため、時間

帯やシチュエーションを変え、状況に応じた避

難行動ができるよう進めていきます。 

   

 「心」の安全と「身体」の安全。２つの安全

について、書かせていただきました。他にも、

寄宿舎では子どもたちの「安全」を守り、「安

全」に生活するための配慮や取組を行っていま

す。かけがえのない子どもたちの心身を守るこ

とを第一に考え、子どもたちが日常生活を一喜

一憂できるような寄宿舎生活に取り組んでいき

たいと思っています。 
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６月誕生会 
  

 ６月 28 日（水）にＡさんの 10 歳の誕生会

が行われました。今回の担当はＢさんとＣさん

でした。Ｂさんが中心になり、何度も話し合い

をして、担当を決めたり、ゲームの内容やルー

ルを考えたり、進行の内容を考えたりと 2 人で

協力をしながら進めました。 

当日も2人で協力しながらホワイトボードを

飾り付けて、食事の配膳をして、誕生会が始ま

りました。 

 Ａさんの入場を拍手で迎え、ろうそくの火を

消した後、「誕生会を行ってくれてありがとう

ございます。僕は 10 歳になりました。みんな

と鬼ごっこをして遊びたいです。」と抱負を発

表しました。その後、チャーハン、からあげ、

サラダ、メロン、ケーキで会食をしました。 

 記念撮影の後はみんなが大好きなゲームの時

間！今回は体育館で「鬼ごっこ」をしました。

元気いっぱい体育館を逃げ回り、汗だくになっ

て楽しんでいました。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お楽しみ会 
 

６月１日（木）にお楽しみ会を食堂で行いま

した。開校記念日で学校が休みだったので、ゲ

ームが開始されるまで子どもたちは待ちわびて

いました。 

 昼食が終わり少しゆっくりしたところで、み

んな食堂に集まりゲームを開始しました。今回

は得点制で「イス取りゲーム、ストラックアウ

トゲーム、魚釣りゲーム、ギリギリアイスゲー

ムをしました。 

 イス取りゲームでは音楽に手拍子を合わせな

がら進め、止まったら座るというルールで進め

ましたが、上級生は下級生を気遣って席を譲っ

てくれたり、下級生はなんとかイスに座ろうし

たりと真剣でした。 

 少し盛り上がったところで次はストラックア

ウトゲーム。９つの板を９個のボールで何個倒

すか総当たり戦で勝負しました。小学生は５ｍ、

中学生は７ｍで思うように板が倒れず悔しがる

子どももいました。 

 次に魚釣りゲームを行いました。２人一組で

数十匹いる魚をどちらが多く釣るのか？を競う

内容でした。魚の動きが速かったり竿が思うよ

うに動かせなかったり、苦戦する様子が見られ

ましたが、それぞれ魚をたくさん釣ることがで

きていました。最後にギリギリアイスゲームを

行いました。これまでのゲーム以上に運要素が

強くなるゲームで、濡れたビー玉をティッシュ

の上に置き破いてしまったら負けというルール

でした。みんなどこに置いたら破けないかと考

えながらそろりそろりと置いていました。 

 全てのゲームが終わり、総合得点で優勝した

のはＢさんでメダルが授与されました。あっと

いう間の２時間でしたが、楽しいひとときを過

ごしました。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


